
⽣活景を活かしたまちづくり

想定される適⽤分野・⽤途・業界 産業界へのアピールポイント

(社会背景・⽬的）
昨今、眺望景観に対する関⼼が⾼まりつつ
あります。景観法に基づく景観計画におい
て、 ⼭や海などの⾃然物、城や寺社仏閣な
どの歴史的建造物を対象に、眺望景観の保
全が⾏われています。今後は、より⾝近な
景観に対する気づきとまちづくりが必要と
なると考えられます。
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関連するＳＤＧｓ開発⽬標

研究内容(社会背景・⽬的、概要、期待される効果）

●都市計画分野
●観光分野

●⽣活景を活かした持続可能なまちづく
りや観光計画が可能である。

(概 要）
対象地を調査し、住⺠が⾒逃している美し
い建造物、景観を発⾒します。

(期待される効果）
今ある⽣活の中の景⾊を活かした持続可能
なまちづくりや観光計画を取り組みます。

図 東京タワーの眺望点を活かした観光計画
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